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新型コロナウイルス感染症関係の情報
掲載している情報は今後変わる場合があります。最新の情報は市ホームページでご確認ください

新型コロナウイルスワクチン追加接種（３回目接種）のお知らせ

○接種券の発送スケジュール

　国は３回目接種の標準的な時期を、２回目接種の８カ月後としています。市ではこの８カ月後を基本とし、

接種時期の到来に合わせて順次接種券を発送していく予定です。

■問い合わせ　市新型コロナワクチン接種コールセンター　（ 0120-4
ヨンゼロ

0-1
イチゼロ

0-6
ロクサン

3、平日午前９時～午後６時）

3（2021.12）

○接種会場と送迎支援

　接種会場は１回目、２回目の接種実績を踏まえて、体制を構築します。具体的な会場や接種医療機関がまと

まり次第お知らせします。

　また、高齢者などの接種促進を図るため、交通輸送バスなどの送迎支援を検討します。

○２回目接種後に奥州市に転入した人へのお願い

　奥州市以外の市区町村が発行した接種券を使って２回目のワクチン接種を受けた後に奥州市に転入した場合、

これまでの接種履歴は自動で奥州市に引き継がれません。

　２回目のワクチン接種後に奥州市に転入した人は、「接種済証」など接種履歴がわかるものを持参し、本庁

または各総合支所の窓口で「接種券発行申請」の手続きをしてください。

　なお、郵送での手続きを希望する場合は、市ホームページ「新型コロナウイルスのワクチン接種について」

から申請様式をダウンロードして申請してください。

○ 60 歳以上の人の予約方法が変わります

　１回目、２回目接種の予約を踏まえて、市は 60 歳以上（４年４月１日時点）の人の予約方法を変更します。

　

▲

60 歳以上

　　接種日と接種会場を割り当ててお知らせする予定です。

　　接種日指定の通知が届きましたら、ご指定の会場で接種を受けてください。

　　都合がつかない場合は、コールセンターまたはインターネットで予約の変更が可能です。

　

▲

59 歳以下の人

　　これまでどおりコールセンターとインターネットを使用した予約受け付けとする予定です。

　２回目の接種時期 ３回目の接種券 対象者数

　４月 30 日まで 11 月 19 日に発送済み 約 1,000 人

　５月１日から５月 31 日まで 12 月下旬に発送予定 約1,800人

　６月以降 順次発送 －
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

松好　虹空 さん （18 歳）

＝水沢真城＝

目標に向かい努力し、
大会初出場で全国８位に

　
筋
肉
の
大
き
さ
や
筋
繊
維
の
浮

き
具
合
な
ど
自
身
の
肉
体
美
を
競

い
合
う
ボ
デ
ィ
ビ
ル
。
松
好
虹
空

さ
ん
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
全

国
高
校
生
男
子
ボ
デ
ィ
ビ
ル
選
手

権
大
会
に
初
出
場
し
、
全
国
８
位

に
入
賞
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ボ
デ
ィ
ビ
ル
の
動

画
を
見
た
こ
と
。「
自
分
も
こ
ん

な
体
に
な
っ
て
み
た
い
」
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
始
め

は
本
や
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
収
集
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
。「
数
カ

月
で
見
違
え
る
よ
う
に
体
が
変
化

し
、
う
れ
し
さ
と
達
成
感
で
あ
ふ

れ
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
　

　
今
年
３
月
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー

に
勧
め
ら
れ
大
会
出
場
を
決

め
た
虹
空
さ
ん
。
筋
肉
の
見

栄
え
を
よ
く
す
る
た
め
約
３

カ
月
で
11
㎏
減
量
し
、
大

会
で
は
全
て
の
力
を
出
し

切
っ
て
、
全
国
レ
ベ
ル
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

　
全
国
８
位
と
い
う
結
果
で

大
会
は
幕
を
閉
じ
た
が
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
。

今
後
は
見
た
目
や
体
格
重
視

の
種
目
「
フ
ィ
ジ
ー
ク
」
も

視
野
に
入
れ
、「
大
学
進
学

後
も
競
技
に
挑
戦
し
続
け
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

大会でモストマスキュラーポーズを決める虹空さん。「決勝
は緊張もなく、とても楽しかったです」【写真提供:VITUP!】

まつよし・こう

◎平成 15 年、山梨

県生まれ。県立前沢

高校３年生。第 16

回全国高校生男子ボ

ディビル選手権大会

８位入賞。趣味はス

キー、釣り。両親と

弟、妹の５人家族。

　今月号の表紙は、江刺愛宕に本社工場を構える株式会社サ

ンアイ精機の従業員の皆さん。「魅力ある会社をつくる」と

話す菊地晋也社長の言葉どおり、従業員の皆さんは生き生き

と仕事をしています。本紙４ページからの特集では、サンア

イ精機のほか、産学連携で挑戦をしている市内製造業者を紹

介しています。

発送時期の目安

※国内の感染状況などにより、今後スケジュールが変更になる場合があります
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産学連携産学連携

　
他
企
業
と
共
同
研
究
を
し
て
い

る
大
学
の
准
教
授
を
介
し
て
、
新

1 代表取締役の菊地晋也さん。チャレンジ
を続けるパワフルな２代目社長
2 同社の主力商品であるマグネットチャッ
ク。国内では２番目のシェアを誇る。レバー
を操作することで、簡単に脱着できる

　
江
刺
ふ
る
さ
と
市
場
の
南
側
に

本
社
工
場
を
構
え
る
株
式
会
社
サ

ン
ア
イ
精
機
。
会
社
設
立
か
ら
し

ば
ら
く
は
、
下
請
け
加
工
が
中
心

で
し
た
。
現
在
は
、
自
社
製
品
の

製
造
販
売
を
主
力
に
し
て
い
ま

す
。

　「
産
学
連
携
と
は
、
役
割
分
担
」

と
話
す
の
は
、
同
社
の
菊
地
晋
也

代
表
取
締
役
。「
自
分
た
ち
が
や
っ

て
き
た
こ
と
を
、
大
学
で
は
理
論

的
に
証
明
し
て
く
れ
る
。
数
式
で

表
し
て
く
れ
る
。
ま
ず
は
、
産
学

連
携
を
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
」
と

語
り
、「
い
ろ
い
ろ
な
手
段
の
う

ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ

製
造
業
の
発
展
へ
向
け
て

マ
グ
ネ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ク
開
発

な
い
が
、
や
っ
て
み
て
分
か
る
こ

と
が
あ
る
。
大
学
の
先
生
に
直
接

相
談
す
る
の
は
勇
気
が
い
る
が
、

市
の
企
業
支
援
室
に
相
談
し
て
み

る
と
い
い
」
と
産
学
連
携
を
勧
め

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
同
社
と
岩
手
大
学
が
産

学
連
携
に
よ
り
共
同
研
究
し
た
、

切
削
用
永
久
磁
石
式
マ
グ
ネ
ッ
ト

チ
ャ
ッ
ク
が
特
許
を
取
得
し
ま
し

た
。

　
岩
手
大
学
と
の
共
同
研
究
が
始

ま
っ
た
の
は
平
成
27
年
の
こ
と
。

マ
グ
ネ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ク
と
は
、
切

削
加
工
機
械
に
磁
力
で
金
属
を
固

定
す
る
た
め
の
装
置
で
、
以
前
か

ら
同
社
で
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
に

固
定
で
き
、
な
お
か
つ
、
簡
単
に

取
り
外
し
が
で
き
る
マ
グ
ネ
ッ
ト

チ
ャ
ッ
ク
の
開
発
を
す
べ
く
、
大

学
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

　
共
同
研
究
を
し
た
の
は
、
吉
野

泰
弘
准
教
授
（
理
工
学
部
シ
ス
テ

ム
創
成
工
学
科
機
械
科
学
コ
ー

ス
）。
研
究
期
間
は
、
追
加
実
験

な
ど
も
含
め
る
と
４
年
ほ
ど
で
製

品
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
菊
地
社

長
は
「
こ
れ
を
使
え
ば
、
男
性
で

も
女
性
で
も
、
誰
で
も
簡
単
に
作

業
が
で
き
る
。
将
来
、
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
自
動
化
が
進
ん
だ
際
に
も

対
応
で
き
る
も
の
に
な
っ
た
」
と

胸
を
張
り
ま
す
。

　「
吉
野
先
生
と
の
研
究
は
、
ま

だ
折
り
返
し
地
点
」。
現
状
に
満

足
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
改
良
を
続

け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
市
内
製
造
業
全
体
が
盛
り
上
が

る
こ
と
を
望
む
菊
地
社
長
。
自
社

の
産
学
連
携
に
よ
る
技
術
向
上
が

盛
り
上
が
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を

信
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
力
強
く

歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

1 久慈琥珀㈱の依頼で加工した樹脂のリン
グ（写真下）。香入れ（写真上）に取り付
けられる
2 岩手営業所所長の及川淳さん。朗らかな
笑顔で、自慢の自社商品を勧める営業マン
でもある

た
な
取
引
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
江
刺
中
核
工
業
団
地
に
工
場
を

構
え
る
株
式
会
社
ヤ
マ
デ
ン
（
本

社
＝
東
京
都
八
王
子
市
）。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
精
密
加
工
や
部
品
組
み

立
て
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
、久
慈
琥こ

珀は
く

株
式
会
社（
久

慈
市
）
と
新
た
な
取
引
が
成
立
し

ま
し
た
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
１
月
に
岩
手
大
学
の
清
水
友と

も

治は
る

准
教
授
（
理
工
学
部
シ
ス
テ
ム

創
成
工
学
科
機
械
科
学
コ
ー
ス
）

が
企
業
訪
問
し
た
際
、
同
社
の
技

術
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
。
清
水

准
教
授
が
、
共
同
研
究
を
し
て
い

た
久
慈
琥
珀
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

加
工
の
委
託
先
を
探
し
て
い
る
と

の
相
談
を
受
け
、
同
社
に
ヤ
マ
デ

ン
を
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
、
取

新
商
品
開
発

新
商
品
開
発

産学連携産学連携

大
学
を
介
し
て

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

22

11

11

22

引
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
設
計
図
が
無
く
現
物
を
見
な
が

ら
の
精
密
な
加
工
で
し
た
が
、
ヤ

マ
デ
ン
の
及
川
淳

あ
つ
し

岩
手
営
業
所

所
長
は
「
出
来
る
と
思
っ
た
」
と

即
決
し
た
そ
う
で
す
。
最
初
に
打

診
が
あ
っ
て
か
ら
約
１
カ
月
後
に

は
納
品
と
い
う
早
さ
で
し
た
。

　
こ
の
取
引
を
き
っ
か
け
に
、
ヤ

マ
デ
ン
で
は
久
慈
琥
珀
の
商
品
の

代
理
店
を
始
め
ま
し
た
。
今
で
は

全
国
に
あ
る
ヤ
マ
デ
ン
の
営
業
所

で
久
慈
琥
珀
の
製
品
を
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
社
だ
け
で

な
く
取
引
先
も
発
展
す
る
こ
と
を

望
む
社
風
が
、
新
し
い
仕
事
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

株式会社ヤマデン株式会社ヤマデン

株式会社サンアイ精機株式会社サンアイ精機

　
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
「
産
」
と
、
大
学
、
研
究
機
関

な
ど
の
「
学
」
が
連
携
し
、
企
業
の
新
た
な
商
品
開
発
や
地
域

課
題
の
解
決
を
目
指
す
産
学
連
携
。
市
内
に
は
産
学
連
携
で
挑

戦
を
続
け
て
い
る
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
例
と
、

産
学
連
携
に
よ
っ
て
市
内
製
造
業
が
発
展
す
る
よ
う
平
成
31
年

度
に
設
置
し
た
企
業
支
援
室
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
企
業
振
興
課
企
業
支
援
室
（
☎
34-

２
３
３
２
）

167 ㈱ヤマデン、2 江刺中核工業団
地、348 ㈱及精鋳造所、5 市鋳物技
術交流センター、9 ㈱サンアイ精機

産
学
連
携
で
挑
戦
す
る

産
学
連
携
で
挑
戦
す
る

55

22

11

77

88

99
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岩
手
大
学
か
ら
み
た

産
学
連
携

　
研
究
支
援
・
産
学
連
携
セ
ン

タ
ー
が
２
年
10
月
に
岩
手
大
学
内

に
発
足
し
ま
し
た
。
岩
手
大
学
が

産
学
連
携
に
力
を
入
れ
始
め
た
の

は
、
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の

初
め
ご
ろ
。
当
時
は
ま
だ
産
学
連

携
は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
産
学
連
携

チ
ー
ム
が
あ
り
、
民
間
企
業
や
自

治
体
な
ど
と
岩
手
大
学
を
結
ぶ
窓

口
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
研

究
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
は
、
大
学
教

授
だ
け
で
な
く
、
県
職
員
や
企
業

出
身
者
、
経
済
産
業
省
か
ら
の
出

向
、
県
内
自
治
体
職
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
相
談
に
く
る
企
業
や
自

治
体
に
近
い
立
場
の
ス
タ
ッ
フ
が

対
応
し
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
大
学
も
厳
し

い
環
境
に
お
か
れ
て
お
り
、
新
た

な
大
学
の
中
期
計
画
で
も
産
学
連

携
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
学
生
も
地
域
で

頑
張
っ
て
い
る
企
業
や
人
に
会
う

機
会
が
増
え
れ
ば
、
県
内
に
就
職

す
る
割
合
も
増
え
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
奥
州
市
を
含
む
北
上
川
流
域
に

は
鋳
造
関
連
の
工
場
が
多
く
あ
り

ま
す
。
岩
手
が
鋳
造
の
拠
点
と
な

る
よ
う
、
ま
た
、
研
究
開
発
な
ど

新
し
い
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う

大
学
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
に
頼
ら
れ
、

尊
敬
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
大
学
を
目

指
し
、
地
域
企
業
と
の
産
学
連
携

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　市では、平成 31 年４月より企業振興課内に企業支援室を設置

しています。北上川流域地域に集積した企業の支援をさらに推

進するため、企業のニーズをワンストップで大学などの研究機

関や産業支援機関につなげられるよう体制を整備しました。そ

の中で、岩手大学に職員を派遣するなど産学連携の支援を強化

しています。

１　地域企業の経営力強化・産学官連携の推進

２　創業・起業家支援

３　企業間交流の促進

４　企業誘致・首都圏での情報収集、発信

５　新規学卒者地元定着支援 岩手大学との共催でフォーラムを毎年開催し
ています。企業と岩手大学、また市と岩手大
学の連携を強めています

究
セ
ン
タ
ー
（
北
上
市
）、
プ
ロ

農
夢
花
巻
（
花
巻
市
）
と
連
携
し

て
開
発
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
未
利
用
だ
っ
た
花
巻

市
産
の
ヒ
エ
の
副
産
物
で
あ
る
ヒ

エ
ヌ
カ
か
ら
オ
イ
ル
や
エ
キ
ス
を

抽
出
し
、
そ
の
成
分
分
析
を
生
物

工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
い
、
原

料
化
、
商
品
化
を
フ
ァ
ー
メ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
担
当
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を
生
か
し
、

原
料
、
商
品
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
今
回
開
発
さ
れ
た
ヒ
エ
ヌ
カ
オ

イ
ル
は
、
薬
王
堂
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
化
粧
品
に
配
合
さ
れ
、

12
月
よ
り
東
北
管
内
３
５
０
店
舗

で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
酒
井
里

奈
社
長
は
「
今
後
も
未
利
用
資
源

の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
と
魅
力
あ
る

商
品
開
発
に
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。

　
同
社
は
、
市
内
の
休
耕
田
を
活

用
し
て
栽
培
し
た
コ
メ
を
発
酵
・

蒸
留
し
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
っ
た
発
酵

粕
は
化
粧
品
や
鶏
の
餌
に
活
用
し
、

さ
ら
に
そ
の
鶏
ふ
ん
は
畑
や
田
ん

ぼ
の
肥
料
に
し
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
育

て
油
を
抽
出
す
る
な
ど
、
ご
み
を

出
さ
な
い
地
域
で
の
資
源
循
環
を

提
案
し
続
け
て
い
ま
す
。
未
来
を

見
据
え
た
取
り
組
み
は
、
岩
手
だ

け
で
な
く
、
国
内
外
へ
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

社
会
人
入
学
と
い
う
方
法
も
あ
る

と
い
う
話
が
あ
っ
た
こ
と
も
決
め

手
の
一
つ
だ
っ
た
と
語
り
ま
す
。

実
は
、
及
川
社
長
も
２
０
０
９
年

に
岩
手
大
学
大
学
院
を
修
了
し
て

い
ま
す
。
そ
の
経
験
も
あ
り
、
今

後
、
社
会
人
入
学
が
で
き
る
会
社

に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
同
社
に
近
接
す
る
市
鋳
物
技
術

交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
岩
手
大
学

鋳
造
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
水
沢
サ

テ
ラ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
教
授

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
て
お

り
、
細
川
さ
ん
も
社
会
人
入
学
を

決
め
る
前
か
ら
受
講
し
て
い
ま
し

た
。

　
細
川
さ
ん
は
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の

一
人
で
あ
る
岩
手
大
学
の
吉
見
登と

　
市
の
伝
統
工
芸
品
・
南
部
鉄
器
。

株
式
会
社
及
精
鋳
造
所
は
、
そ
の

南
部
鉄
器
と
自
動
車
部
品
な
ど
の

産
業
機
械
部
品
の
製
造
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。
入
社
９
年
目
の
細
川

光あ
き
ら

製
造
部
次
長
は
、
仕
事
の
傍

ら
、
今
年
の
春
か
ら
岩
手
大
学
大

学
院
の
総
合
科
学
研
究
科
地
域
創

生
専
攻
地
域
産
業
コ
ー
ス
金
型
・

鋳
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
、
平

塚
貞さ

だ

人と

教
授
か
ら
、
鋳
造
の
理
論

や
先
端
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
細
川
さ
ん
は
、
岩
手
大
学
在
学

中
の
就
職
説
明
会
で
同
社
の
及
川

敬
一
社
長
と
出
会
い
、
同
社
で
働

く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
将
来
、

司し

一い
ち

非
常
勤
講
師
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
基
に
、
現
在
、
社
内
の
生
産

シ
ス
テ
ム
の
整
理
や
保
守
管
理
な

ど
、
工
程
を
「
見
え
る
化
」
し
、

社
員
全
員
が
現
状
を
把
握
で
き
、

不
良
を
出
し
に
く
い
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
大
学

院
で
学
ぶ
知
識
や
技
術
も
、
現
場

の
業
務
改
善
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
院
で
は
、
年
下
の
同
級
生

ら
に
兄
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
い
る

細
川
さ
ん
。
自
社
へ
の
工
場
見
学

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
受
け
入

れ
て
お
り
、「
う
ち
の
会
社
だ
け

で
は
な
く
、
鋳
造
業
界
全
体
に
い

い
人
材
が
入
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と

笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　
お
米
や
未
利
用
資
源
を
活
用

し
、
発
酵
技
術
を
用
い
た
商
品

開
発
を
進
め
て
い
る
株
式
会
社

フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
本

社
＝
東
京
都
墨
田
区
、製
造
拠
点
・

奥
州
ラ
ボ
＝
江
刺
岩
谷
堂
）。
同

社
で
は
今
年
、
ヒ
エ
ヌ
カ
を
活
用

し
た
新
原
料
を
岩
手
生
物
工
学
研

1 製造部次長の細川光さん。入社当時は現
場の作業をしていて、その経験が今の業務
に生かされている
2 工場内に工程表などを掲示し「見える化」
に取り組んでいる

1 奥州ラボで製造しているエタノール 12 月から販売している
2 代表取締役の酒井里奈さん
3 県産の植物由来成分をふんだんに使用したスキンケア商品　

「ａ
ア ン オ フ

ｎｄＯＨＵ」（全５商品）

企業振興課 企業支援室のご紹介

【推進体制のイメージ】

【主要施策】

産学連携産学連携

働
き
な
が
ら
学
び

生
産
シ
ス
テ
ム
を
見
え
る
化

人
材
育
成

人
材
育
成

産学連携産学連携

廃
棄
さ
れ
て
い
た
ヒ
エ
ヌ
カ

を
化
粧
品
に

新
商
品
開
発

新
商
品
開
発

施策が知りたい

商品開発をしたい

人材が欲しい

空き用地が欲しい

異業種交流したい

創業したい

情報

交流

製品開発

人材育成

関係機関
国・県
大学などの高等教育機関
公設試験研究機関
県内産業支援機関
金融機関
経済団体
各業界団体　ほか

企業支援室企業

問い合わせ
本庁企業振興課企業支援室

（本庁舎５階）

☎ 34-2332　 24-1992

▲企業振興課
　ホームページ

▲企業振興課
　インスタグラム

11

22

11

33

株式会社及精鋳造所株式会社及精鋳造所

株式会社ファーメンステーション株式会社ファーメンステーション

岩手大学
研究支援・産学連携センター
副センター長

　今井　潤　教授
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地域
メイン会場

【総合支所など】
中継会場

【地区センター】
オンライン

視聴
合計

水沢 ４人 54人 17人 75人

江刺 22人 49人 13人 84人

前沢 ９人 11人 13人 33人

胆沢 13人 11人 ８人 32人

衣川 33人 11人 ７人 51人

合計 81人 136人 58人 275人

　【市ＨＰ】

　
今
年
の
市
政
懇
談
会
は
、
Ｉ
Ｔ

技
術
を
活
用
し
、
説
明
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
配
信
し
た
ほ
か
、
本
庁
・

各
総
合
支
所
で
は
、
双
方
向
通
信

に
よ
り
意
見
交
換
な
ど
が
で
き
る

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
市
民
に
対
す
る
十
分
な

説
明
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の

試
行
的
取
り
組
み
を
兼
ね
て
実
施

し
ま
し
た
。

―令和３年度―

▼
「
第
２
次
奥
州
市
総
合
計
画
後

　
　

期
基
本
計
画
」

　「
総
合
計
画
」
と
は
、
市
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
施
策
・
事
務
事
業

の
目
指
す
べ
き
方
針
を
示
す
最
上

位
の
計
画
で
す
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
の
さ
ら
な
る
進
行
な
ど

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は

日
々
変
化
し
て
お
り
、
急
激
な
時

代
の
変
化
に
も
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
市
は
、
効
果

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

４
年
度
か
ら
５
年
間
の
中
期
的
な

行
政
運
営
の
指
針
に
な
る
後
期
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

懇
談
会
当
日
は
計
画
の
中
間
案
の

説
明
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
「
奥
州
市
の
合
併
検
証
」

　
今
年
で
合
併
か
ら
15
年
を
迎
え
、

市
の
現
状
と
課
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
か
ら
検
証
し
た
結
果
に
つ

い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
と
し
て
子
育

て
の
補
助
や
支
援
を
行
っ

て
い
く
と
記
載
が
あ
る
が
、
市
内

で
出
産
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

お
ら
ず
、
市
外
に
出
産
の
た
め
に

行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
状
況
。

そ
の
よ
う
な
妊
婦
に
対
す
る
支
援

や
補
助
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。現

在
の
医
療
体
制
を
維
持

し
な
が
ら
、
周
産
期
医
療

に
対
し
て
チ
ー
ム
で
対
応
で
き
る

体
制
を
と
れ
る
よ
う
な
方
向
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
状
の
支
援
と
し
て
は
、
出

産
・
検
診
時
の
タ
ク
シ
ー
利
用
に

対
す
る
交
通
費
の
補
助
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
安
心
し
て
出
産
を
し
て
も

ら
う
た
め
、
妊
娠
９
カ
月
半
ま
で

通
院
す
る
地
元
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
出

産
予
定
の
県
立
病
院
と
の
情
報
連

携
・
共
有
が
で
き
な
い
か
、
県
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
問
題
は
県
内
で
も
極
め
て

重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

妊
婦
や
そ
の
家
族
に
か
か
る
金
銭

的
、
精
神
的
な
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
な
方
法
に
つ
い
て
鋭
意
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
解
消

の
た
め
に
は
、
女
性
の
活

躍
の
場
の
確
保
が
必
要
だ
と
思
う
。

本
日
の
市
の
説
明
者
側
に
は
女
性

は
い
な
い
よ
う
だ
が
、
市
の
女
性

登
用
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

合
併
後
の
職
員
採
用
に
つ

い
て
は
、
男
女
比
は
ほ
ぼ

同
じ
か
若
干
女
性
の
割
合
が
多
い

状
況
で
す
。
今
後
は
女
性
管
理
職

の
割
合
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
職
員

の
意
識
の
改
革
も
併
せ
て
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
の
組
織
だ
け
で
な
く
、
企

業
や
地
域
な
ど
で
女
性
が
十
分
に

力
を
発
揮
し
、
中
心
的
に
活
躍
で

き
る
時
代
を
つ
く
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
後
15
年
が
経
過
し
た

が
、
全
体
が
ま
と
ま
っ
て

お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
主

張
が
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
も
う
少
し
一
つ
に
な
る
よ

う
強
力
に
推
し
進
め
て
は
ど
う
か
。

合
併
当
初
は
、
地
域
へ
の

愛
着
ゆ
え
の
発
言
が
多

か
っ
た
と
い
う
の
は
そ
の
と
お
り

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
近

は
、
若
い
世
代
が
地
域
の
枠
を
超

え
、
市
を
大
き
な
一
つ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
活
躍
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
声
に
耳
を
傾
け
、
し
っ

か
り
と
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

検
証
の
ま
と
め
の
『
高

度
化
・
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
』
に
つ
い
て
、

「
改
善
を
図
る
べ
き
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
」
と
し
て
「
農
業
担
い
手

確
保
、
経
営
体
強
化
の
た
め
の
基

盤
整
備
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
で
進

め
て
い
く
の
か
。

現
在
の
農
業
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は

検
証
の
ま
と
め
の
と
お
り
で
す
。

　

　
現
在
、
市
で
は
、
効
率
的
・
集

約
的
な
農
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
圃ほ

場
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
規
模
圃
場
の
確
保

が
難
し
い
中
山
間
地
で
は
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培

な
ど
、
付
加
価
値
の
高
い
農
業
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
良
い

も
の
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
販

売
先
を
見
つ
け
、
高
収
益
を
得
ら

れ
る
職
業
と
し
て
農
業
が
魅
力
的

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
若
い
人
・
未
経
験
の
人

が
農
業
に
参
入
で
き
る
よ
う
、
国

で
も
各
種
補
助
金
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
補
助
金
も
積

極
的
に
活
用
し
て
、
地
域
の
農
業

の
発
展
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
と

い
う
理
由
で
リ
モ
ー
ト
で
の
懇
談

会
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
市
の
ト
ッ

プ
が
住
民
の
前
に
直
接
来
て
、
顔

色
を
見
て
、
状
況
を
肌
で
感
じ
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
行
政
の

根
幹
な
の
で
は
な
い
か
。

現
在
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に

も
リ
モ
ー
ト
中
継
が
で
き

る
機
器
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
市

役
所
と
地
区
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
だ

け
で
な
く
、
地
区
セ
ン
タ
ー
同
士

あ
る
い
は
地
域
外
の
人
と
を
結
ぶ

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
対
応
で
き

る
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
回

の
よ
う
な
リ
モ
ー
ト
で
の
対
応
を

全
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
直
接
行
っ
て
お
会

い
し
て
、
膝
を
交
え
て
説
明
す
る

と
い
う
部
分
は
忘
れ
て
は
い
ま
せ

ん
。
今
回
は
試
行
と
し
て
こ
の
よ

う
な
形
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

奥
州
市
に
は
た
く
さ
ん
の

観
光
資
源
が
あ
る
が
、
他

の
自
治
体
に
比
べ
る
と
活
気
が
無

い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
も
う
少

し
掘
り
起
こ
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
内
に
は
え
さ
し
藤
原
の

郷
を
は
じ
め
と
し
た
満
足

い
た
だ
け
る
観
光
資
源
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
今
後
特
に
観
光
振
興
に
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
は
、
胆

沢
ダ
ム
周
辺
。
日
本
カ
ヌ
ー
連
盟

か
ら
は
自
然
の
中
に
お
け
る
最
高

の
ス
ラ
ロ
ー
ム
会
場
と
お
墨
付
き

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
の
実
績
な
ど
も

あ
り
、
今
後
は
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■地域別参加者数

市政懇談会　
　　開催報告
市政懇談会　
　　開催報告

―令和３年度―

未
来
を
考
え
、
意
見
を
交
換

主
な
「
市
民
の
声
」
を
紹
介

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

自
由
懇
談

令和３年度市政懇談会

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

テーマ

合
併
検
証

テーマ

ＱＡ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

ＱＡＡ Ｑ

Ａ Ｑ

　市は、10 月１日から８日まで市政懇談会を開催しました。今年のテーマは、４年度から５年間の中市は、10 月１日から８日まで市政懇談会を開催しました。今年のテーマは、４年度から５年間の中

期的な行政運営の指針となる「第２次奥州市総合計画後期基本計画」です。これに関連し合併 15 年の期的な行政運営の指針となる「第２次奥州市総合計画後期基本計画」です。これに関連し合併 15 年の

節目として実施した「奥州市の合併検証」についても説明し、多くの市民から意見が寄せられました。節目として実施した「奥州市の合併検証」についても説明し、多くの市民から意見が寄せられました。

■問い合わせ＝本庁政策企画課企画推進係（■問い合わせ＝本庁政策企画課企画推進係（☎☎ 34-2125）34-2125）

　
市
政
懇
談
会
で
の
意
見
・

質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

回
答
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま

す
。

※写真は掲載意見の発言者と一致するものではありません



11（2021.12） 広報おうしゅう（令和３年12月） 10

　全国に向けて、奥州市の魅力を発信！

　 12 人の著名人に「奥州大 使」を委嘱しました

三
さんゆうてい

遊亭　楽
ら く ま ろ

麻呂さん　

（落語家）
昭和 38 年千葉県生まれ

森
もり

　清
せいはん

範さん　

（清水寺貫主）
昭和 15 年京都府生まれ

及
おいかわ

川　貢
みつぎ

さん　

（オペラ合唱指揮者）
昭和 11 年水沢生まれ

那
な す か わ

須川　瑞
み ず ほ

穂さん　

（元陸上競技選手）
昭和 54 年水沢生まれ

桂
かつら

　枝
えだたろう

太郎さん　

（落語家）
昭和 52 年衣川生まれ

久
く じ

慈　暁
あ き こ

子さん　

（アナウンサー）
平成６年水沢生まれ

宝
たからい

井　一
いちりん

凜凜さん　

（講談師）
昭和 42 年東京都生まれ

高
たかはし

橋　克
かつひこ

彦さん　

（作家）
昭和 22 年釜石市生まれ

福
ふ く い

井　敬
けい

さん　

（オペラ歌手）
昭和 38 年水沢生まれ

藤
ふ じ た

田　和
かずよし

芳さん　

（オイシックス・ラ・大地㈱
代表取締役会長）

昭和 22 年胆沢生まれ

松
まつもと

本　幸
こうしろう

四郎さん　

（歌舞伎役者）
昭和 48 年東京都生まれ

吉
よ し だ

田　戦
せんしゃ

車さん　

（漫画家）
昭和 38 年水沢生まれ

　市では、本市にゆかりがあり、各界で活躍されている皆さんに「奥州大使」をお願いしています。
　11 月の任期更新に伴い、12 人の著名人に「奥州大使」を委嘱しました。大使の皆さんには、今
後２年間にわたり普段の活動を通じて、本市の魅力や情報を広くＰＲしていただきます。
　このたび、大使の皆さんから市民の皆さんへメッセージをいただきましたのでご紹介します。

～  Ｏｓｈｕ Ａｍｂａｓｓａｄｏｒ  ～
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亀井 欽一 さ
ん(73)

　
平
成
25
年
に
若
柳
地
区
振
興

会
長
に
就
任
し
て
以
来
、
令
和

３
年
の
退
任
ま
で
８
年
以
上
に

わ
た
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
先
頭
に
立
ち
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
地
域
自
治
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
四
年
新
年
交
賀
会

開
催
中
止
に
つ
い
て

　
例
年
開
催
し
て
い
る
市
民
新

年
交
賀
会
と
各
地
域
新
年
交
賀

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
を
鑑
み
、
開

催
を
中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
総
務
課

秘
書
係
（
☎
34-

２
１
９
０
）

令
和
三
年
度

地
域
振
興
功
労
感
謝
状
贈
呈

　

本
年
度
の
市
勢
功
労
表
彰
の
被
表
彰
者
と
地
域
振
興
功
労

感
謝
状
の
被
贈
呈
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
市
勢
功
労
に
は
６

人
、
地
域
振
興
功
労
に
は
１
人
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、

４
年
１
月
13
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
三
年
度

市
勢
功
労
表
彰

産
業
功
労

小澤 隆一 さ
ん(73)

　
平
成
13
年
に
江
刺
市
農
業
協

同
組
合
代
表
理
事
専
務
に
就
任

以
来
、
長
き
に
わ
た
り
農
業
協

同
組
合
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
農
家
所
得
の
向
上
や
経
営

安
定
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
農

業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
功
労

　
平
成
27
年
か
ら
６
年
間
、
市

教
育
委
員
会
教
育
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の
主
体

的
な
学
び
の
実
現
や
、
学
習
環

境
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
、

教
育
の
充
実
や
文
化
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田
た も の き

面木 茂樹 さ
ん(71)

若
柳
地
区
振
興
会

前
会
長

消
防
功
労

小原 勝
か つ

喜
き

 さ
ん (68)

　
昭
和
54
年
に
江
刺
市
消
防
団

に
入
団
し
、
平
成
27
年
か
ら
は

市
消
防
団
団
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
予
防
活
動
や
緊
急
時
に

お
け
る
消
防
活
動
な
ど
に
尽
力

し
、
地
域
の
安
寧
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

消
防
功
労

千田 三夫 さ
ん(65)

　
昭
和
57
年
に
前
沢
町
消
防
団

に
入
団
し
、
平
成
29
年
か
ら
は

市
消
防
団
副
団
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
予
防
活
動
や
緊
急
時

に
お
け
る
消
防
活
動
な
ど
に
尽

力
し
、
地
域
の
安
寧
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

佐々木 満行 さ
ん(78)

　
平
成
18
年
か
ら
15
年
間
、
行

政
区
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

う
ち
、
平
成
25
年
か
ら
通
算
６

年
間
は
、
水
沢
行
政
区
長
協
議

会
理
事
を
務
め
ら
れ
、
地
域
と

行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

村上 謙 さ
ん(76)

　
平
成
18
年
か
ら
胆
沢
区
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
を
、
ま

た
平
成
27
年
か
ら
は
市
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
会
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
市
民
の
納
税
意
識

の
高
揚
に
尽
力
し
、
税
務
行
政

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

＝水沢黒石町字二渡＝

＝胆沢南都田字本木＝

＝水沢真城字垣ノ内＝

＝江刺愛宕字三日町＝

＝江刺稲瀬字川原＝

＝前沢古城字林前＝

＝胆沢若柳字箸塚＝

年末年始のお知らせ
　年末年始は、ごみの収集やコミュニティバスの運行などの一部が

次のとおり休止となります。ご不便をおかけしますが、あらかじめ

ご了承ください。

ごみ ・ リサイクル ・ し尿の収集日程 ■問い合わせ　本庁生活環境課
　生活衛生係（☎ 34-2341）

コミュニティバスなどの運行日程

水沢コミュニティバス
（Ｚバス）

問 岩手県交通㈱
 胆江営業所

（☎ 35-2185）

市営バス
（江刺）

問 岩手県交通㈱
 胆江営業所

（☎ 35-2185）

前沢バス
（ハートバス）

問 市社会福祉協議会
前沢支所

（☎ 56-2148）

衣川
コミュニティバス

問 ㈲衣川タクシー
（☎ 52-3011）

12月28日火
通常ダイヤ 通常ダイヤ

通常ダイヤ

通常ダイヤ　　29日水

運休

30日木

運休

日祝ダイヤ
31日金

運休
１月１日

運休２日日
３日🈷
４日火

通常ダイヤ 通常ダイヤ 通常ダイヤ 通常ダイヤ
５日水

※日祝ダイヤ…曜日に関わらず、日・祝日の時刻表で運行

※通常ダイヤ…曜日どおりの時刻表で運行

▶水沢地域

　12 月 31 日金～４年１月３日🈷  収集なし

※４年１月４日から通常収集

▶江刺、前沢、胆沢、衣川地域

　収集カレンダーのとおり

▶水沢地域

　日曜リサイクル…４年１月２日日  休止

　平日リサイクル…４年１月３日🈷  休止

※４年１月４日から通常収集

▶江刺、前沢、胆沢、衣川地域

　収集カレンダーのとおり

▶水沢、江刺（江刺衛生社）、胆沢地域

　12 月 30 日木～４年１月３日🈷 収集なし

▶江刺（環境保全）、衣川地域

　12 月 30 日木～４年１月２日日 収集なし

▶前沢地域

　12 月 30 日木～４年１月４日火 収集なし

▶直接搬入

　年内は 12 月 28 日まで、年始は１月４日から

受け入れます。なお、12 月 30 日に臨時受け入

れを行います。

●搬入時間　午前８時 45 分～午後４時 45 分

●電話番号　24-5821

●料金　　　有料

※年末年始のし尿収集は大変混み合います。

　余裕を持って申し込んでください

ご　み し　尿

リサイクル 胆江地区衛生センター



広報おうしゅう（令和３年12月） 1415（2021.12）

■問い合わせ・申請先■問い合わせ・申請先

市教育委員会事務局教育総務課市教育委員会事務局教育総務課

（江刺総合支所・（江刺総合支所・☎☎34-1319）34-1319）
４年度市奨学生を募集します４年度市奨学生を募集します

　経済的理由により修学が困難な人に修学の機会を確保し、有能な人材を育成するため、奨学金として費用

の一部を無利息で貸与します。希望する人は期限までに申請してください。

　医療費控除の申告には明細書の作成添付が必要です

税のお知らせ税のお知らせ ■問い合わせ■問い合わせ

本庁税務課市民税係（本庁税務課市民税係（☎☎34-2374）34-2374）

　確定申告または市・県民税申告の際に①医療費控除、

②セルフメディケーション税制による医療費控除の特

例を申告する場合は、「医療費控除の明細書」または「セ

ルフメディケーション税制の明細書」の添付が必須に

なります。必ず明細書を作成し、申告書に添付してく

ださい。※明細書の添付がない場合は、医療費控除の

適用ができませんのでご注意ください

■控除額　①…（その年中に支払った医療費の額　－　

保険金などで補てんされる額）　－　（「10 万円」また

は「総所得金額等の合計額の５％」※少ない方の額）　

◎最高限度額 200 万円

②…（その年中に支払った特定一般用医療品等購入

費の全額　－　保険金などで補てんされる額）　－　

１万２千円　◎最高限度額８万８千円

■注意事項　

●領収書の添付は不要です

●領収書は確定申告期限から５年間、自宅などで保存

する必要があります（税務署または市から求められ

たときは、提示または提出が必要）

●医療保険者から交付を受けた医療費通知※を添付す

ると、明細の記入が省略できます　※健康保険組合

などが発行する「医療費のお知らせ」など

●「医療費控除の明細書」の様式は、国税庁

　のホームページからダウンロードできる

　ほか、問い合わせ先でも取得可能です

　「セルフメディケーション税制による医療費控除の

特例」を選択する場合は、通常の医療費控除の適用を

受けることはできません（選択適用）。詳しい内容に

ついては、国税庁ホームページをご確認ください。

　申告書の提出はｅ
イ ー タ ッ ク ス

－Ｔａｘまたは郵送で
　市の申告相談は、４年２月 14 日から受け付けを開

始する予定です。例年、会場は大変混み合うため、新

型コロナウイルス感染防止対策として、会場内への入

場を制限します。待ち時間が長くなることや、待合場

所が少ないことから、確定申告はｅ — Ｔａｘまたは

税務署へ郵送、市・県民税申告書は郵送での提出にご

協力をお願いします。※ｅ — Ｔａｘについては、広

報おうしゅう 11 月本号をご覧ください

【入学準備金】

　入学準備に要する費用の一部を貸与します。

■貸与対象　４年４月入学者の保護者（親権者、後　　

見人など）

■応募資格　３年 10 月１日以前から市内に居住し、

市税の滞納がないなどの要件を満たしていること

■返還方法　年賦または月賦。４年 10 月から開始　

し、８年３月（高等学校などは７年３月）までに完了

■申請期限　①４年２月４日金、②４月 22 日金
■貸与予定人数　① 30 人以内、② 10 人以内

■結果の通知　①は２月下旬以降、②は５月下旬以　

降に文書で通知

【修学資金】

　修学に要する費用の一部を貸与します。

■貸与対象　学生本人

■応募資格　学校長から優秀であると認められた学　

生で、その保護者が３年 10 月１日以前から市内に居

住し市税の滞納がないなどの要件を満たしていること

■返還方法　年賦または月賦。貸与期間が満了する　

日の６カ月後から開始し、10 年以内に完了

■申請期限　４年４月 22 日金
■貸与予定人数　40 人以内

■結果の通知　５月下旬以降に文書で通知

【共通事項】

　市奨学金の貸与には、一定の要件を満たした連帯保

証人（保護者および家族以外）が必要です。

詳しい内容や必要書類は、申請先で配布する申請案内

（市ホームページにも掲載）でご確認ください。

■申請方法　申請書に、収入を証明する書類などの必

要書類を添えて、申請先または市教育委員会事務局各

支所へ持参または郵送（当日消印有効）

学校区分 入学準備金 修学資金
（月額）

高等学校など
高等学校、中学校卒業程

度を入学資格とする専修

学校など

国公立 ５万円 １万円

私立 10万円 １万円

高等専門学校など
高等専門学校、高等学校卒業程度を
入学資格とする専修学校の専門課程

10万円 ２万円

大学など
短期大学、大学または大学院

25万円 ４万円

３年度上半期旧土地開発公社土地の３年度上半期旧土地開発公社土地の
処分活用状況をお知らせします処分活用状況をお知らせします

　旧土地開発公社の解散により取得した土地の３年度

上半期の処分活用状況や、公社解散のため借り入れた

「第三セクター等改革推進債（三セク債）」の状況など

についてお知らせします。

■土地の処分活用、予算の執行状況

　分譲宅地を年間目標20件に対して21件（１億5,801

万円）売却しました。

　歳出では、土地売却のための経費や除草など土地の

維持管理経費、今期の売却収入を今後の三セク債の繰り

上げ償還に充てるための基金への積み立てとして１億

6,681 万円支出しました。また、これらとは別に、利子

を合わせて２億 2,062 万円の三セク債を償還しました。

　土地は、活用する方針のものと売却処分する方針の

ものがあります。売却処分する方針の土地は、残りが

119 筆、９万 2,684 ㎡です。

■減債基金の状況

　売却収入の積み立ての結果、減債基金の残高は、

７億 7,483 万円となりました。

■三セク債の状況

　三セク債の当初起債額は、86 億 6,000 万円です。

３年９月末の借入残高は、27 億 6,300 万円となって

います。

■旧土地開発公社に関連する３年度予算執行状況
（３年９月末現在）

項　目 執行額（万円）

歳

入

土地貸付収入 1,617

土地売払収入
分譲宅地 1億 5,801

その他土地 259

減債基金による利子 103

減債基金からの繰入金 0

合　計 1億 7,780

歳

出

維持管理費、広告など 518

減債基金への積立金 1億 6,163

三セク債償還金 2億 2,062

合　計 3億 8,743

区　分 前年度まで ３年度 累　計

積立金 26 億  715 1 億 6,060 27 億 6,775

利子額 605 103 708

繰り上げ償還 △20 億 0 △20 億

合　計 6億 1,320 1 億 6,163 7 億 7,483

区　分 当初起債額 償還済額 残　高

元　金 86 億 6,000 58 億 9,700 27 億 6,300

■減債基金の状況　　　　　　　　　（単位：万円）

■三セク債借入残高　　　　　　　　（単位：万円）

■問い合わせ■問い合わせ

本庁財産運用課販売推進係本庁財産運用課販売推進係

（（☎☎34-2114）34-2114）

　「2022 第６回スポニチいわて奥州きらめきマラソン」は、新型コロナウイルス感染症が再びまん延す

る懸念がある中、県内外から多くの参加者を募集しての通常開催は難しいものと判断をし、規模を縮小

する形で「10 ㎞の部」を軸とした特別大会を開催することとしました。

　現在関係機関と連携をしながら来年５月の大会開催に向けて準備を進めているところですが、その概

要についてお知らせします。

■開催日　４年５月 15 日日
■会　場　奥州市役所江刺総合支所発着

■種　目　10 ㎞の部　※日本陸上競技連盟公認コース

※第６回大会では、「フルマラソン」と「２㎞」の部は、実施しま

せん

■定員・参加料　現在検討中　※詳細が決まり次第、広報おうしゅ

うや大会ホームページなどでお知らせします

■問い合わせ　いわて奥州きらめきマラソン実行委員会事務局

　（江刺総合支所・本庁生涯学習スポーツ課内、☎ 34-2498、

35-7466、 oshukirameki@city.oshu.iwate.jp）

　　　　2022 第６回スポニチいわて2022 第６回スポニチいわて

　　　　奥州きらめきマラソンについて　　　　奥州きらめきマラソンについて

大会公式ホームページ▶

【10 ㎞の部コース】

市ホームページ ▶
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年
の
瀬
も
押
し
迫
り
、
寒
さ
が

日
ご
と
に
増
す
今
日
こ
の
頃
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
11
月
19
日
、
大
リ
ー
グ
エ
ン
ゼ

ル
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
、
ア
メ

リ
カ
ン
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き
ま

し
た
。
投
げ
て
は
９
勝
、
打
っ
て

は
46
本
塁
打
と
、
投
打
の
二
刀
流

で
大
活
躍
で
あ
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
。

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
、
市
民
が
沈
み

が
ち
に
な
る
中
、
大
谷
選
手
の
活

躍
や
野
球
を
心
か
ら
楽
し
み
プ

レ
ー
し
て
い
る
姿
は
、
私
た
ち
に

元
気
や
勇
気
、
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
明

る
い
話
題
を
届
け
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
13
日
、
京
都
の
清
水
寺
で
行
わ

れ
た
阿あ

弖て

流る

為い

・
母も

禮れ

之の

碑
法
要

に
出
席
し
ま
し
た
。
関
西
ア
テ
ル

イ
・
モ
レ
の
会
、
関
西
奥
州
会
な

ど
関
係
者
約
80
人
が
参
列
し
、
郷

土
の
英
雄
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
今
後
も
、

清
水
寺
の
森
貫
主
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
の
ご
縁
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
７
日
、
前
沢
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

対
策
の
た
め
関
係
者
の
み
の
来
場

に
限
定
さ
れ
、
映
像
配
信
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
42
歳
厄
年

連
「
蒼そ

う

凰お
う

翔
し
ょ
う

猿え
ん

会か
い

」、
25
歳
厄
年

連
「
翠す

い

耀よ
う

蘭ら
ん

」
な
ど
が
熱
気
あ
ふ

れ
る
演
舞
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
地
域
に
元
気
を
発
信
し
て
く

れ
た
出
演
者
の
皆
さ
ん
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
８
日
、
工
藤
建
設
㈱
よ
り
、「
い

わ
ぎ
ん
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
」
を
活

用
し
、
胆
沢
ダ
ム
水
源
地
域
活
性

化
協
議
会
に
対
し
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

苗
木
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

馬う
ま

留ど
め

広
場
に
植
樹
し
た
苗
木
が
き

れ
い
に
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
10
日
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
水
沢
電
力
セ
ン
タ
ー
と
ユ
ア

テ
ッ
ク
水
沢
営
業
所
よ
り
、
街
路

灯
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

【市ホームページ】

【ＩＬＣ紹介動画】

　
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

　
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

計
画
の
各
種
最
新
情

計
画
の
各
種
最
新
情

報
を
お
届
け
し
ま
す

報
を
お
届
け
し
ま
す

第
97
回

真剣に説明を聞く常磐小の児童たち

常
磐
小
で
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た

 

市
で
は
、
地
元
の
小
中
学
生
に

Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
感
染
症
対
策
を

取
っ
た
上
で
「
出
前
授
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
実
施
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
が
、

９
月
16
日
に
実
施
し
た
第
１
回
に

続
き
、
本
年
度
第
２
回
目
を
常
盤

小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
前
授
業
で
は
、
６
年
生
の
児

童
１
１
０
人
に
市
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室

職
員
が
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
説
明
へ
の
導

入
と
し
て
、
宇
宙
に
関
係
す
る
話

や
市
が
伝
統
的
に
天
文
学
や
科
学

を
育
む
地
域
だ
と
い
う
話
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
ま
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
実
現
す
れ
ば

地
域
の
将
来
に
大
き
な
発
展
的
変

化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る

テ
ー
マ
で
あ
り
、
地
域
と
し
て
ど

う
受
け
入
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る

こ
と
。
そ
う
し
た
地
域
社
会
で
個

人
が
ど
う
活
躍
し
て
い
く
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
欲
し
い
こ

と
を
、
出
前
授
業
で
児
童
た
ち
に

伝
え
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、市
や
関
係
自
治
体
・

団
体
が
力
を
合
わ
せ
て
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
る
世
界
最
先
端
の
国

際
研
究
施
設
で
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
出
前

授
業
は
、
将
来
、
社
会
の
中
心
を

担
う
児
童
・
生
徒
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に

つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、△

科
学

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
、

△

Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
持
つ
地
域
へ
の
波
及

効
果
を
考
え
る
機
会
に
す
る
こ
と
、

△

将
来
の
進
路
選
択
の
視
野
拡
大

の
一
助
に
す
る
こ
と

―
を
目
的

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
　

　
市
で
は
、
今
後
も
Ｉ
Ｌ
Ｃ
出
前

授
業
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
、

児
童
・
生
徒
へ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
認
知
・

理
解
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
な
ど
を
対
象
と

し
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
座
」
も
行
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
団
体
は
、

ぜ
ひ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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11 月７日 11 月 14 日

11 月 21 日 11 月 21・23 日

イベントイベント イベントイベント

百　寿百　寿 イベントイベント

秋晴れの下で　
念願の演舞を披露

地元生産者による
ぬくもりある手作りの品

鈴木モトさん 100 歳
（水沢羽田町）

ストリートピアノが奏でる
観客を魅了するメロディー

動画ライブ配信を通して
市の魅力をＰＲ

　延期となっていた「前沢まつり」

が前沢ふれあいセンターで開かれま

した。事前収録も含めて 15 団体が

出演し、その様子が Y
ユーチューブ

ouTube で配

信されました。今年の前沢 25 歳厄

年連「翠
すい

耀
よう

蘭
らん

」と前沢 42 歳厄年連

「蒼
そう

凰
おう

翔
しょう

猿
えん

会
かい

」は、秋晴れの下で創

作演舞を披露。はじける笑顔と踊り

で、祭りを盛り上げていました。

　ＮＰＯ法人胆沢文化会館自主事業

協会が主催する「いさわこしぇ～る

市」が、胆沢文化創造センターで開

催されました。胆沢地域の産直や市

内外のハンドメイド作家、キッチン

カーなど 45 団体が出店。会場には

手作りのアクセサリーや雑貨が並び、

多くの家族連れが買い物を楽しんで

いました。

　江刺藤里で６人きょうだいの長女

として生まれ、21 歳のとき次
つぎ

男
お

さ

んと結婚。娘３人、孫３人、ひ孫６

人、やしゃご１人に恵まれています。

日々酪農や稲作に精を出し、家族を

支えたモトさん。この日は、百寿に

ちなんで施設職員が手作りした桃色

の衣装に身を包み、笑顔で「楽しい

ね」と語りました。

　南股地区振興会は、同地区セン

ター内で「農村のストリートピアノ

南股ミニコンサート」を開催しまし

た。このピアノは旧南股小学校で使

用されていたもので、地域に縁のあ

る調律師の協力を得てストリートピ

アノとして復活。当日は地元の園児

や生徒ら 16 人が演奏し、来場者は

華麗な音色に耳をすませていました。

　市では、ふるさと納税寄付者や市

民などを対象に「Oshu ×ファン オ

ンラインイベント」を開催しました。

市として初となるオンラインのファ

ンイベントで、市伝統産業会館や事

業所から「YouTube」を通してライ

ブ配信を実施。２日間で計４回開催

し、市特産品である南部鉄器の魅力

を市内外にＰＲしました。

イベントイベント

11 月 20 日 ＩＬＣの知識を深めてもらいました

◀
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
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　　　自宅を訪問した小売電気事業者の代理店から、

　　　検針票を見せて欲しいと言われ応じたところ、

「当社と電気の契約をすれば、基本料金が月々安く

なる」と勧められ、電力切り替えの契約を行いまし

た。しかし、請求額が以前より高額になり、事業者

に問い合わせたところ、「請求の通りだ」と言われ

ました。前の契約に戻したいのですが…。

　　　平成28年４月から家庭用電力の「小売全面自

　　　由化」が始まり、消費者は電気の購入先を自

由に選択できるようになりました。

　小売電気事業者は、ガスやインターネットなどの

セット料金プランを発表するなどして顧客獲得に向

けて競争が激化しています。それに伴い、事業者が

行う訪問販売や電話勧誘販売に関する相談が増えて

います。「説明と違い料金が高くなった」「解約す

るにも解約料がかかる」というケースもあります。

　契約切り替えを検討する場合は、まずは現在の契

約内容を確認し、切り替えによりどの程度割り引き

になるか、料金プランだけではなく料金の算定方

法・契約期間・解約要件などを確認しましょう。

　契約切り替えの意思がなければ、検針票に記載さ

れた情報は伝えないようにし、自らの意思を

明確に伝えましょう。少しでも不安に感じた

場合は、早めに総合相談室にご相談ください。

電気の契約切り替えでトラブルに！

■問い合わせ＝市在宅医療介護連携拠点（市地域包括支援センター内・☎ 34-2906）

第 45回　「入退院支援とは」～安心して住み慣れた地域に帰るために～　／総合水沢病院

　「入退院支援」とは、入院する患者さんが安心して

入院生活を送れるように、また退院後も住み慣れた

地域での生活が続けられるように支援することをい

います。

　予約入院の患者さんには、入院が決まった外来の

時点から、入退院支援看護師が、入院生活や治療過

程をイメージして入院前の病状や生活状況の聞き取

りを行います。薬剤師からは服薬中のお薬や副作用

の確認を、管理栄養士からは栄養状態やアレルギー

食材の聞き取りをすることで治療がスムーズに行わ

れるように連携しています。

　また、入院後間もない時期から入退院支援看護師

や医療相談員が退院後の生活を視野に入れた支援を

行います。「昼間は一人になるけど大丈夫か」「医療

処置があるけど家に帰れるのか」など、病気によっ

て抱えるさまざまな問題や、これからどのような生

活を送ることになるかを一緒に考え、どこで療養を

続けるか、退院後の生活を安心して送るために何が

必要かを、退院の話が出てからではなく入院時から

一緒に考えます。そのために、例えば介護保険の申

請が必要な場合は申請方法や、療養環境を整える必

要がある場合などのご相談に応じています。

　病院では、入退院支援看護師や医療相談員が中心

となり、医師、ケアマネジャー、介護サービス提供

者などと協力しながら、患者さんが自分らしい暮ら

しを送るためのお手伝いをしています。

Q.

A.

☘10 月誕生会・ハロウィーン

　当支援センターでは、０～２歳対象のピヨピヨ、２歳

～就学前対象のトコトコを毎週開催し「おあつまり」を

しています。おあつまりでは、季節の歌、手遊び、紙芝

居やリトミックをお子さんと一緒に楽しんでいます。

　先日は、ハロウィーンイベントを開催し、それぞれ衣

装を身に付け、ゲームや写真撮影などを楽しみました。

江刺・聖愛地域

　子育て支援センター　☎ 35-5413

▶

おばけを倒すぞ！

ボウリングゲーム

[Vol.134]　お子さんの育ちを応援します

　市では、 お子さんの健やかな成長・発達を応援す

るため、 さまざまな事業を行っています。 お子さん

の育ちに関する悩みは、 関係機関にも相談しながら、

一緒になって解決していきましょう。

■乳幼児健診について

　乳幼児健診には、 ４カ月、 １歳６カ月、 ３歳６カ月

と３回あります。 これらの乳幼児健診は、 全てのお子

さんが受けるもので、育ちを確認する良い機会となり

ます。 心配なことがあれば、 保健師に気軽に相談し

てみましょう。

■就園したら

　市内の全ての幼稚園、 保育園、 認定こども園など

を訪問する「 園訪問」 を行っています。 お子さんの

園での過ごし方の見学や、先生からお話を聞くことで、

子どもたちの健やかな成長を見守ります。 園の集団

生活の中では、 ご家庭で気付きにくい課題が見えて

くることもあります。 就園したら、 園での様子を聞いた

り、 ご家庭での心配ごとを相談したりして、 先生と一緒

にお子さんの育ちを見ていくことが大切です。

■相談機関について

　市では「 子育て総合支援センター」 を設置し、 子育

てに関するさまざまな相談に応じています。 助産師もい

ますので、 乳児の相談も可能です。 また、 同センター

内には「 子ども発達支援センター」 を設置し、 お子さん

の育ちについての相談を聞く専門スタッフも配置してい

ます。 お子さんの育ちを支えるための療育の場である

「 幼児教室」 という事業も行っています。 必要に応じて

専門の医療機関や福祉サービス事業所などの紹介も行っ

ていますので、お気軽にご相談ください。

■お問い合わせは、こちらまで

◉子育て総合支援センター（☎ 24-6405）

◉子ども発達支援センター（☎ 23-4618）

〈参加者の声〉仲良しの友達とお気に入りの仮装をして、
季節のイベントを楽しむことができました

▶

ハロウィーンポス
ターの前ではいポーズ！

▶皆さんが素敵に仮装
して参加してくれました

広　告広　告
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　12 月 15 日から 24 日まで、冬

の交通事故防止県民運動が実施さ

れます。冬季は、積雪や凍結によ

る事故や、冬休み中の子どもが関

係する事故の発生が懸念されます。

交通ルールやマナーを守り、交通

事故の防止に取り組みましょう。

■運動の重点

①冬道用タイヤ装着の徹底

②高齢者と冬休み中の子どもの交

通事故防止

③スピードダウンの徹底

④飲酒運転の根絶

■スローガン「ゆとりある　心と

車間の　ディスタンス」

■問い合わせ　本庁生活環境課生

活安全係（☎ 34-2342）

　働くことに踏み出そうとする人

の就労を支援します。

■日時　４年１月 19 日水午前 10

時～午後３時

■場所　市民プラザ・マッセ（メ

イプル地下）

■対象者　15 歳から 49 歳までの

求職者とその家族など

■内容　午前…コミュニケーショ

ン力を身に付けるセミナーや作業

訓練など、午後…個別相談（要予

約）

■費用　無料

■申込期限　４年１月 18 日火
■問い合わせ・申込先　いちのせ

き若者サポートステーション（☎

0191-48-4467）

　農業を始めたい人のための相談

会です。ぜひご参加ください。

■日時　４年１月８日土午後１時

～４時※入退場自由。予約不要

■場所　いわて県民情報交流セン

ターアイーナ（盛岡市）

■内容　▶新規就農セミナー…就

農者の事例発表、就農支援情報の

紹介など）、▶個別相談会（就農

農業体験研修などの相談、農業法

人の出展、農地を探したい人の相

談コーナー）

■参加料　無料

■問い合わせ　（公社）県農業公

社就農支援部（☎ 019-623-9390）

　

　新型コロナウイルス感染症拡大

の影響と原油価格高騰で厳しさを

増している低所得世帯に、家庭用

灯油の購入費の一部を助成します。

■対象世帯　12月１日に市内に住

所があり、①か②に該当する世帯

①世帯全員が３年度市町村民税非

課税で、次のいずれかに該当する

世帯

・高齢者（満 75 歳以上）のみで

構成される世帯

・障がい者がいる世帯（身体障害

者手帳１～２級、療育手帳Ａ、精

神保健福祉手帳１級、特別児童扶

養手当１級、障害基礎年金１級）

・ひとり親世帯

②生活保護を受けている世帯

■助成額　１世帯当たり 5,000 円

※助成は１回限り

■申請方法　12 月 20 日から対象

となる世帯に申請書類を郵送。同

封の返信用封筒に必要書類を入れ

て返送する

■申請期限　４年２月 14 日🈷
■支給方法　申請書類の確認後、

約２週間後に指定口座へ振り込み

■問い合わせ・申請先　本庁福祉

課地域福祉係（☎ 34-2324）

　出力 10kw 以上の太陽光発電設

備（ソーラーパネル）を設置して

売電事業をする場合、その設備は

償却資産として固定資産税の課税

対象となります。市内で該当する

資産を所有する個人や法人は、４

年１月 31 日までに税務課へ償却

資産の申告をしてください。

　なお、２年 12 月 31 日以前に設

置した資産の申告がまだ済んでい

ない場合は、速やかに申告をお願

いします。

■問い合わせ　本庁税務課家屋係

（☎ 34-2376）

　がん検診で精密検査の判定を受

けた人には既に通知していますが、

まだ受けていない人は早めに検査

を受けましょう。

　自覚症状が無いからといって精

密検査を受けずにいると、見つか

るはずのがんなどの病気を放置し

てしまう可能性があります。自分

のため、家族のためにも早めに精

密検査を受けましょう。

　なお、精密検査を受けたか確認

できない場合は、市から受診確認

の連絡をする場合があります。

■問い合わせ　本庁健康増進課健

康づくり係（☎ 34-2903）、各総合

支所健康増進担当

◉住宅侵入窃盗が急増しています

　今年７月ごろから、市内で住宅

侵入窃盗が急増しています。空き

巣のほか、住民が就寝中に忍び込

み、財布から現金を盗むという犯

行もありました。

　窃盗犯は、鍵を掛けていない家

に目を付けて忍び込みます。窃盗

犯と鉢合わせになると、強盗、傷

害、殺人事件に発展することも考

えられます。被害に遭わないよう、

在宅時、不在時を問わず、玄関や

窓、風呂場やトイレなどの高窓を

施錠してください。

◉年末年始の地域安全運動

　12 月 15 日から４年１月３日ま

で、年末年始の地域安全運動が実

施されます。特にも、冬休み中

の子どもが、ネット犯罪などの犯

罪に巻き込まれないよう注意が必

要です。また、皆さん一人一人が、

特殊詐欺などの犯罪の被害に遭わ

ないよう警戒をしましょう。

■問い合わせ　市防犯協会（本庁

生活環境課内・☎ 34-2342）

冬の交通事故防止

県民運動

がん検診の精密検査を

忘れずに受けましょう

基準を超える太陽光発電は

申告が必要です

低所得世帯に

灯油購入費を助成します

市防犯協会からのお知らせ

新農業人フェア

ｉｎ いわて

いちサポ

おうしゅうルーム

県農業公社

ホームページ　▶

■■ 市内３スキー場がオープンします ■■

　ウインタースポーツシーズンを

迎え、12 月 25 日に越路スキー場、

ひめかゆスキー場、国見平スキー

場が一斉にオープンします。今

シーズンも、感染症対策へのご協

力をお願いします。初日は安全祈

願祭後にリフトを無料開放します

ので、ぜひお越しください。

■営業予定期間　12 月 25 日土～４年２月 27 日日
■スキー場開き　営業初日の午前 10 時

■主なイベント　越路スキー場感謝祭（４年１月 23 日日）、国見平ス

キー場スノーフェスティバル（４年２月６日日）、ひめかゆスノーフェ

スティバル（４年２月 13 日日）など

■その他　越路スキー場はアンバーリフトのみでの営業となります

■問い合わせ　越路スキー場（☎ 39-2105）、ひめかゆスキー場（☎

49-2106）、国見平スキー場（☎ 52-6611）

親子で楽しめる越路スキー場

広　告広　告



市民生活総合支援アプリ

「ぽちっと奥州」
iOS（iPhone）▶

Android▶
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■日時　４年１月８日、15 日、

２月５日、19 日、３月 19 日※全

て土曜日、午前 10 時～ 11 時半

■場所　江刺西体育館

■定員　各回 15 人

■参加料　１回当たり 500 円

■申込期限　開催前日の午後５時

まで

■問い合わせ・申込先　江刺西体

育館（☎ 35-5544）

◉サンデースクール「サインペン

の色のひみつ」～紙と水でサイン

ペンの色を分けてみよう～

■日時　12 月 26 日日午後２時半

～３時半

■内容　サインペンのインクの色

素を分ける実験を行い、色が分か

れる仕組みを学びます

■対象　小学生以上（低学年は保

護者同伴）

■定員　20 人（要申し込み）

■参加料　100 円※入館料別途

◉「新春サイエンスショー」～オー

ロラ・光の不思議～

■日時　４年１月８日土午後２時

半～３時半

■内容　オーロラの色・形・動き

を放電管などを使って実演しなが

ら、オーロラについて学びます

■対象　幼児・小学生（幼児・小

学校低学年は保護者同伴）

■参加料　無料※入館料別途

■定員　30 人（要申し込み）

◉１月星空観望会

■日時　４年１月８日土午後７時

～８時半

■内容　【第一部】お話「2022 天

文現象を知りたい！」【第二部】

星空観望会「銀河・星団～星の集

まりを見てみよう～」

■定員　30 人（要申し込み）

■参加料　無料

◉全事業共通

■場所・問い合わせ・申込先　奥

州宇宙遊学館（☎ 24-2020）

※本紙に掲載している記事につ

いては、新型コロナウイルス感

染症対策などのため、中止や延

期、内容が変更となる場合があ

ります。市が主催・共催する事

業の最新情報は、市ホームペー

ジでお知らせします。

◉水道メーターボックスの除雪を

　昨年の大雪時は、月１万件が

メーター検針できず、漏水件数は

例年の約２倍でした。漏水の早期

発見のため、検針期間中（下旬）

の除雪にご協力をお願いします。

◉長期間留守にする場合

　漏水や冬期間の凍結破損を放置

すると、料金が高額になってしま

います。長期間留守にする場合は、

水道を使わなくなる５日前までに

閉栓の連絡をお願いします。

◉水抜き栓の操作は確実に

　毎年、水抜き栓の誤操作で、水

道料金が高額となる事例が発生し

ています。ご注意ください。

※水抜き栓を回し切らないと、地

中に水が流れ続ける状態になりま

す。料金は全額自己負担です

■問い合わせ　市上下水道部お客

様センター（☎ 25-6700）

時半開演

■場所　市文化会館（Ｚホール）

■出演団体　こども歴史講談輝
き

凛
りん

会
かい

、狼
お え な し だ

ケ志田神楽保存会、梁

川小学校（獅子躍り）、前沢中学

校応援団（和太鼓・ビデオ出演）、

おうしゅう伝統文化こども教室

(琴・日舞 )

■入場料　無料※ 12 月 22 日水午

前９時から市文化会館で配布する

指定席整理券が必要

■問い合わせ　市芸術文化協会

（Ｚホール内・☎ 22-6622）

■日時　４年１月 13 日木午前９

時～正午

■場所　市文化会館（Ｚホール）

■対象　市内の小学生と保護者

■内容　文化会館のバックヤード

見学、新種発見！カラフルアゲハ

の投影、ニュースポーツモルック

体験、縄文弓矢体験

■定員　20 人（先着順）

■参加料　１人 300 円

■申し込み方法　電話申し込みの

上、申込用紙を持参かファクス

■申込期間　12月13日🈷～27日🈷
■問い合わせ・申込先　市文化

会館（Ｚホール・☎ 22-6622、

22-6614）

　４年４月１日採用の職員を募集

します。申し込み方法など詳しく

はホームページをご覧ください。

■試験職種・採用人数　行政職　

１人程度

■受験資格　平成８年４月２日以

降に生まれた人で、高等学校卒業

以上の学歴を有する人（４年３月

卒業見込み含む）

■申込期間　12 月６日🈷～ 24 日

金※郵送の場合は必着

■第１次試験日時・場所　４年１

月 16 日日午前８時 45 分～、奥州

金ケ崎行政事務組合事務局

■問い合わせ・申込先　奥州金ケ

崎行政事務組合企画総務課（☎

24-5821）

　子ども達が日頃取り組んでいる

伝統芸能などの発表を行う舞台で

す。ぜひご来場ください。

■日時　４年１月 16 日日午後０

バランスボール

エクササイズ

奥州金ケ崎行政事務組合

の職員を募集

奥州こども芸術発表会

奥州宇宙遊学館の事業
家族と来て！見て！体験！

３館まるごと学び隊！ ■■ 医師 奨学生を募集します ■■
～これからの奥州市の医療を支える医学生などを応援します～

　市では、医師確保対策の一環として、市医師養成奨学金貸付制度を

設けています。医師として奥州市立病院や診療所に一定期間勤務する

と、奨学金の返済が免除されます。応募方法などは、募集要項または

市ホームページをご覧ください。皆さまのご応募をお待ちしています。

■募集人員　１人程度（奥州市・金ケ崎町出身者を優先 )

■�貸付金額　月額 30 万円、入学一時金 1,080 万円（私大のみ）、入学

準備金 360 万円以内、入学準備金（胆江枠）200 万円

■応募資格　奥州市立病院・診療所で勤務する意思がある人

■�募集期間　４年２月１日火～４月 20 日水（貸付者が決定した場合

は期限前に締め切る場合あり）

■選考方法　面接と書類審査（４年３月 19 日に実施）

■�償還免除　医師免許を取得し初期臨床研修終了後に貸付期間と同じ

期間、奥州市立病院か診療所で勤務した場合は奨学金の償還を免除

■問い合わせ・応募先　市医療局医師確保推進室（☎ 25-3833）

市ホームページ▶

奥州金ケ崎行政事務組合

　　　　　ホームページ▶

上下水道部からの

お知らせ

■ハンドル式水抜き栓の

　操作方法

①蛇口を開けて水

　を流す

②水抜き栓を時計

　まわりに止まる

　まで回す
※止まる位置まで

しっかり回します
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回

入い

る

ま間
野の

武た
け

雄お

関
係
文
書

＝
水
沢
＝

　
入
間
野
武
雄
（
１
８
９
０
～
１
９
５
８
）
は

現
在
の
奥
州
市
水
沢
出
身
の
官
僚
で
、
齋
藤
實

内
閣
の
総
理
大
臣
秘
書
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　
武
雄
が
遺
し
た
文
書
群
は
遺
族
か
ら
旧
水
沢

市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
斎
藤
實
記
念
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
資
料
数
は
お
よ
そ
四
百
点
で
、

武
雄
の
日
記
や
實
か
ら
の
書
簡
、
業
務
に
関
す

る
書
類
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

本
文
書
群
は
武
雄
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
が

中
心
と
な
っ
て
お
り
、『
入
間
野
武
雄
関
係
文

書
』
と
呼
称
す
べ
き
一
群
と
言
え
よ
う
。

　
武
雄
の
日
記
に
は
多
く
の
出
来
事
が
記
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
二
・
二
六
事
件
で
の
實
の
遭

難
に
対
し
て
は
「
温
容
玉
ノ
如
ク
人
ノ
恨
ヲ
受

ク
ベ
キ
何
物
モ
ナ
キ
ニ
此
最
後
ヲ
見
ル
」
と
あ

り
、
事
件
に
接
し
た
人
物
の
貴
重
な
肉
声
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
、
戦
前
は
遠
い
歴
史
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
を
守
る
た
め
に
も
、
当
時
の
資

料
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
受
け
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入間野武雄の日記　明治 35（1902）～昭和 14（1939）年
　欠年もあるが、武雄自身が記した日記が 14 冊残っている。内閣総理大臣秘書官など自身の業務に関わる事柄が多
く記されており、当時の歴史を知る上で非常に重要な資料である
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